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アトラクション／夏川りみ歌謡ショー

去
る
９
月
10
日
、
市
内
に

お
い
て
、
福
田
富
一
栃
木
県

知
事
・
大
川
秀
子
栃
木
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ご

来
賓
を
お
招
き
し
、
当
所
役

員
・
議
員
・
会
員
事
業
所
の

約
520
名
の
参
加
の
も
と
、
創

立
130
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

し
た
。

開
式
に
先
立
ち
、
さ
く
ら

３
Ｊ
ホ
ー
ル
「
蔵
太
鼓
」
に

よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
荒
金
会
頭
よ

り
「
当
会
議
所
は
、
明
治
26

年
７
月
22
日
の
創
立
以
来
、

歴
代
会
頭
を
は
じ

め
、
役
員
・
議
員

等
先
輩
方
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
に
よ

り
、
130
年
の
歴
史

と
伝
統
を
重
ね
て

き
た
。
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
流

行
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

伴
う
原
材
料
価
格

の
高
騰
、
資
源
の

供
給
不
足
等
が
世

界
情
勢
の
混
乱
と

日
本
経
済
に
厳
し
い
環
境
を

招
い
て
い
る
。
こ
の
難
局
に

対
応
す
る
た
め
、
県
内
商
工

会
議
所
・
市
内
商
工
会
の
皆

様
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
新
た
な
時
代
に
む
け
、

地
域
経
済
の
発
展
と
街
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。次

に
、
各
種
事
業
に
多
大

な
尽
力
を
い
た
だ
い
た
役

員
・
議
員
・
会
員
事
業
所
に

対
し
、
顕
彰
並
び
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
、
福
田
県
知
事
や

ご
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

続
い
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
「
夏
川
り
み
歌
謡

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

＊
受
賞
者
＊

○
創
業
100
年
企
業
顕
彰

㈲
飯
塚
造
園　
　
　

様

中
村
石
材
店　
　
　

様

○
役
員
感
謝
状

津
布
久　
　
　

茂　

様

早
乙
女　
　
　

勇　

様

藤　

沼　

康　

雄　

様

嶋　

田　

完　

治　

様

○
議
員
感
謝
状

小　

又　

正　

和　

様

茂　

木　

広　

至　

様

渡　

邊　

嘉　

一　

様

松　

本　
　
　

稔　

様

創
立
創
立
130130
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

周
年
記
念
式
典
を
挙
行

式辞を述べる荒金会頭

長　

澤　

厚　

史　

様

片　

柳　
　
　

均　

様

土　

谷　

一　

郎　

様

若　

林　

芳　

明　

様

大　

澤　

光　

司　

様

柏　

﨑　

和　

己　

様

栃　

木　

孝　

夫　

様

松　

倉　

敬　

士　

様

青　

木　

紀　

郎　

様

猿　

山　
　
　

貴　

様

○
優
良
会
員
感
謝
状

㈱
快
眠
館
大
二　
　

様

㈱
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
栃
木
祝
町
店
様

Ｔ
Ｃ
Ｂ
観
光
㈱　
　

様

○
共
済
制
度
加
入
協
力
事
業
所

　
感
謝
状

㈱
タ
ス
ク　
　
　
　

様

㈱
ツ
カ
ダ　
　
　
　

様

第
一
印
刷
㈱　
　
　

様

㈲
タ
テ
製
作
所　
　

様

㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社
様

○
地
域
ブ
ラ
ン
ド
大
賞

㈱
金
桝
屋
菓
子
店　

様

㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ
様

今月のtopics

○
優
良
従
業
員
表
彰

㈿
栃
木
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

佐　

藤　

純　

一　

様

㈱
丸　

萬　
谷　

中　

信　

子　

様

㈱
大
澤
土
木
工
業　

楡　

木　

太　

一　

様

青　

木　
　
　

誠　

様

松
金
化
学
工
業
㈱

木
田
橋　
　
　

誠　

様

芙
蓉
レ
ン
タ
ル
㈱

金　

子　

泰　

知　

様

眞　

嶋　
　
　

仁　

様

㈲
猪
瀬
製
作
所

寺　

内　

優　

夏　

様

高　

山　

真　

季　

様

篠　

原　

博　

子　

様

生　

井　

三
千
子　

様

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン

加　

藤　

久
美
子　

様

福　

田　

智　

子　

様

松　

本　

有　

美　

様

岩　

瀬　

美　

樹　

様

㈱
呉
光
製
作
所

吉　

原　

大　

輔　

様

山　

本　

賢　

一　

様

ナ
ン
バ
・
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ル
イ
様

奥　

野　

朋　

子　

様

栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
㈱

野　

原　

住　

子　

様

３
Ｐ　
　

会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

４
Ｐ　
　

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ 

出
演
者
募
集

　
　
　
　

団
体
保
険
制
度
の
ご
案
内

５
Ｐ　
　

福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ　

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

　
　
　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
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第
４
回
選
挙
委
員
会

�

開
催
報
告

去
る
９
月
16
日
、
東
京
都

内
に
お
い
て
、
日
本
商
工
会

議
所
創
立
100
周
年
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
、
当
所
よ
り
荒

金
会
頭
、
國
保
専
務
理
事
が

出
席
し
た
。

式
典
で
は
、
天
皇
陛
下
が

御
臨
席
さ
れ
、
政
界
か
ら
岸

田
内
閣
総
理
大
臣
他
多
数
の

ご
来
賓
の
ご
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
日
本

商
工
会
議
所
三
村
会
頭
よ

り
「
創
立
100
周
年
の
節
目
に

際
し
、『
地
域
と
と
も
に
、

未
来
を
創
る
』
の
理
念
の
も

と
、
自
己
変
革
に
果
敢
に
立

ち
向
か
う
中
小
企
業
を
一
丸

去
る
９
月
12
日
、
当
所
に

お
い
て
、
荒
金
会
頭
を
は
じ

め
役
員
17
名
の
出
席
の
も

と
、
常
議
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
は
、
荒
金
会
頭
の
議

事
進
行
に
よ
り
第
34
期
２
号

議
員
の
部
会
割
当
数
、
第
34

期
２
号
議
員
予
定
者
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

去
る
９
月
22
日
、
当
所
に

お
い
て
、
第
４
回
選
挙
委
員

会
を
開
催
し
た
。

会
議
は
、
第
34
期
２
号
議

員
選
任
届
の
認
証
、
第
34
期

１
号
議
員
立
候
補
届
の
認

証
、
第
34
期
通
常
議
員
選
挙

決
定
公
告
、
第
34
期
１
号
議

員
当
選
通
知
、
第
34
期
通
常

議
員
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、

審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。

常
議
員
会
開
催
報
告

常
議
員
会
開
催
報
告

と
な
っ
て
支
援
し
、
地
域
経

済
・
日
本
経
済
の
成
長･

発

展
に
貢
献
す
る
」
と
式
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
100
周
年
を
機
と

し
た
特
別
表
彰
、
商
工
会
議

所
の
未
来
に
向
け
た
決
意
宣

言
が
公
表
さ
れ
、
記
念
式
典

は
幕
を
閉
じ
た
。

日
本
商
工
会
議
所
創
立
100
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

去
る
９
月
13
日
、
15
日
、

20
日
、
22
日
、
27
日
、
29
日

の
６
日
間
、
令
和
４
年
度
創

業
塾
を
開
催
し
た
。

本
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
起

業
を
目
指
す
方
や
、
第
二
創

業
を
計
画
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
創
業
の
基
本
を
学

び
、
事
業
活
動
が
順
調
に
推

移
で
き
る
よ
う
道
筋
を
た
て

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

初
回
の
開
講
式
で
は
、
荒

金
会
頭
よ
り
、
企
業
理
念
の

重
要
性
と
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た

い
旨
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

講
座
は
、
㈱
エ
イ
チ
・

エ
ー
エ
ル
の
杉
山
建
夫
氏

令
和
４
年
度
創
業
塾
を
開
催
! !

（
中
小
企
業
診
断
士
）
を
講
師

に
迎
え
、
開
業
の
た
め
の
心

構
え
や
必
要
な
諸
届
関
係
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
等
に
つ
い
て
学
び
、

受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の

事
業
計
画
を
作
り
上
げ
た
。

最
終
日
に
は
、
閉
講
式
が

行
わ
れ
、
８
割
以
上
出
席
し

た
17
名
の
受
講
者
に
修
了
証

が
授
与
さ
れ
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
創
業

に
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ

た
」「
創
業
を
目
指
す
受
講

者
同
志
で
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
た
」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

参
加
者
皆
様
に
は
、
創
業

の
実
現
と
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
す
る
。

荒金会頭による挨拶

講師による説明

＜出典：日本商工会議所＞

去
る
９
月
９
日
、
大
田
原
市

内
に
お
い
て
、
第
59
回
栃
木
県

商
工
会
議
所
議
員
大
会
が
、
県

内
９
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議

員
320
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
、
当
所
か
ら
は
17
名
が
参
加

し
た
。

大
会
は
、
藤
井
県
連
合
会
会

長
の
主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、

大
田
原
商
工
会
議
所
玉
木
会
頭

の
開
催
地
代
表
挨
拶
の
後
、
栃

木
県
知
事
表
彰
、
栃
木
県
商
工

会
議
所
連
合
会
会
長
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

次
に
、
提
言
要
望
事
項
の
決

議
で
は
、
大
会
議
長
に
佐
野
商

工
会
議
所
藤
波
副
会
頭
を
選
出

し
、
46
項
目
の
提
言
要
望
事
項

に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
決
議

し
、
併
せ
て
、
大
会
宣
言
を
採

択
し
た
。

終
了
後
、「『
新
し
い
資
本
主

義
』
と
日
本
経
済
」
と
題
し
、

嘉
悦
大
学
教
授
、
元
内
閣
官
房

参
与
の
高
橋
洋
一
氏
に
よ
る
記

念
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

�

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長
表
彰
　
　
　 

（
敬
称
略
）

　
（
功
労
役
員
・
議
員
表
彰

�

就
任
６
年
）

　

常
議
員　

小
池　

雅
弘

　

議　

員　

癸
生
川
照
男

　

議　

員　

伊
藤　

和
博

【
提
言
要
望
決
議
事
項
】

Ⅰ
　
活
力
あ
る
企
業
づ
く
り
の
推
進

　
　
～�
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
経

営
基
盤
の
強
化
～

Ⅱ�

　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
　
～�

人
が
集
い
、
夢
を
育
む

“
と
ち
ぎ
”
の
創
造
～

第第
5959
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
を
開
催

回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
を
開
催

特
別
基
金

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

御
芳
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

・
塚
田
和
克　

議
員
（
㈱
ツ
カ
ダ
）

　
　
　

寄
付
金　

十
四
万
円
（
累
計　

百
五
十
万
円
）
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＜展示会の様子＞

＜今回出展された各種商品＞
　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
を
す
べ
き
か
検
討
さ

れ
て
い
る
方
や
、
今
ま
で
消

費
税
の
申
告
を
行
っ
た
こ
と

が
な
い
方
、
消
費
税
の
基
本

的
な
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い

方
な
ど
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

１
．
内
容

○
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み

○�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本

的
な
事
項

○�

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

登
録
申
請
書
の
書
き
方

２
．
日
時

　

11
月
22
日
（
火
）

　

14
時
～
15
時
30
分

３
．
場
所

　

当
所　

大
会
議
室

４
．
参
加
費　

無
料

５
．
定
員　

70
名

※�

個
人
事
業
者
・
法
人
事
業

者
は
問
い
ま
せ
ん

６
．
申
込
方
法

　

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　

℡
23
‐
３
１
３
１

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

�

開
催
の
ご
案
内

締
切
間
近
の
補
助
金

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

経
営
環
境
に
多
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
の
中
小
法

人
及
び
個
人
事
業
者
を
対
象

に
、
燃
料
及
び
電
力
に
係
る

経
費
の
一
部
が
原
油
価
格
高

騰
対
策
事
業
者
支
援
補
助
金

と
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

１
．
補
助
対
象

　

所
定
の
要
件
を
満
た
す
中

小
企
業
者
又
は
、
社
会
福
祉

法
人

※�

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
下
さ
い
。

２
．
補
助
額

　
補
助
上
限
額
：
30
万
円

　
（
補
助
下
限
額
：
５
万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

３
．
申
請
期
限

　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

の
た
め
、
申
請
前
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

４
．
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
「
郵
送
」
又

は
「
市
役
所
の
専
用
ボ
ッ
ク

ス
へ
投
函
」
に
よ
り
提
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
栃
木
市
商
工
振
興
課

　

℡
21
‐
２
３
７
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

専
門
家
相
談
会　

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

11
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

�

日
本
政
策
金
融

公
庫
佐
野
支
店

国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

11
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　

場　

所　

302
会
議
室

　

相
談
員　

�（
公
財
）栃
木
県
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
相
談
会

　

日　

時　

11
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

�

栃
木
県
事
業
承
継
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※�

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

�

℡
23
‐
３
１
３
１

http://bit.ly/3gRXpGd

第
94
回

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

�

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
に
出
展

当
所
で
は
、
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
会
員

事
業
者
の
働
き
方
改
革
の
実
現
を
目
的
に
第
94
回
東
京
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
2022
秋
に
出
展
し
た
。

こ
の
展
示
・
商
談
会
は
、
全
国
か
ら
19
万
人
を
超
え
る
バ

イ
ヤ
ー
等
の
来
場
者
が
訪
れ
る
一
大
見
本
市
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
新
し
い
取
引
や
垣
根
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
が
生
ま
れ
る
展
示
会
で
も
あ
る
。

今
回
は
、
空
禅
、CorsoLife

㈱
、
㈱
小
林
縫
製
工
業
、

㈱
榮
建
設
、
東
和
特
殊
産
業
㈱
の
５
事
業
者
が
全
国
展
開
を

目
指
す
商
品
を
展
示
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
出
展
し
た
事
業

者
か
ら
は
、
新
た
な
販
路
が
獲
得
で
き
た
と
い
う
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
、
販
売
力
向
上
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
実
現
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

令
和
４
年
度（
後
期
）会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
度
後
期
分
会
費
の
口
座
振
替
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
指
定
の
預
金
口
座
の
ご
確
認
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な
い
会
員
様
に
は
、
後

日
振
込
通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※�

領
収
書
が
必
要
な
方
、
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を

ご
希
望
の
方
は
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

管
理
課　

℡
23
‐
３
１
３
１

口座振替日

10月24日（月）
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毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
19
時
か
ら
19
時
55
分
放
送
の
Ｆ
Ｍ
く

ら
ら
８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
」
で
は
、
自
店
の

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
会
員
事
業
者
や
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し
た
い
会
員

事
業
者
の
出
演
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
管
理
課

ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

【
申
し
込
み
】

管
理
課　

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
出
演
係　

℡
23
‐
３
１
３
１

栃
木
市
と
当
所
主
催
に
よ
る
「
第
43
回
栃
木
市
の
産
業
と
物
産

展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
所
の
会
員
事
業
所
等
が
出
展
し
、
誇
れ
る
生
産
品
や
特
産
品

等
を
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）　

10
時
～
20
時

場
所　

蔵
の
街
第
一
駐
車
場　

特
設
会
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】
産
業
振
興
委
員
会
担
当　

℡
23
‐
３
１
３
１

第
43
回 

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展 

開
催
の
お
知
ら
せ

う
ず
ま
共
済

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
入
院
見
舞
金
」
の
お
取
扱
に
つ
い
て

　

当
所
独
自
の
給
付
制
度
う
ず
ま
共
済
「
入
院
見
舞
金
」
は
、
政
府
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
発
生
届
の
範
囲
を
、
全
国
一
律
に

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
々
に
限
定
す
る
と
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
令

和
４
年
９
月
26
日
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
診
断
さ
れ
た

方
の
う
ち
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
々
（
※
）
を
除
き
、
入
院
見
舞
金

の
支
払
い
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
※
）
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
々

　 

　�

65
歳
以
上
の
方
／
入
院
を
要
す
る
方
／
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の
投
与
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
罹
患
に
よ
り
酸

素
投
与
が
必
要
な
方
／
妊
婦
の
方

　

な
お
、
令
和
４
年
９
月
25
日
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

診
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
の
お
支
払
い
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
々

に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
対
応
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

栃木商工会議所

栃木商工会議所

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ 
出
演
者
募
集
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PayPay加盟店でのお買い物で
最大20％が還元されるキャンペーンを開催中
　「2022 栃木市キャッシュレス推進キャンペーン」を実施していま
すので、ご利用ください。

※公共機関や病院・調剤薬局、金券ショップ、コンビニエンスストア等を除く
※本キャンペーンは早期に終了する場合があります

【問い合わせ先】栃木市商工経済団体連絡協議会 事務局　℡ 23－3131

アクサ生命保険株式会社
宇都宮支社　佐野営業所　栃木分室　
〒���-����　栃木市片柳町�-�-��栃木商工会議所会館　 
TEL ����-��-����　FAX ����-��-���� 

新 規 会 員 募 集新 規 会 員 募 集 中中
　商工会議所では、経営に関する様々なお悩みにお答えしています。
○事業承継に悩んでいる　　○�経営についてアドバイスを受けたい
○新たな顧客を開拓したい　○人材を育成したい　など
� 事業所をご紹介ください！

会員の皆様！会員特典をご存じですか？
　会員の皆様は、経営や資金に関する様々なお悩みについて、
専門家による相談・指導が無料で受けられます。また、リスク
対策としてビジネス総合保険制度等の団体割引の適用（４ペー
ジ参照）や当所会議室を割引価格でご利用できるなどの特典が
ございます。ぜひご活用ください。

【問い合わせ先】　管理課　℡ 23－3131

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』 

実
施
の
お
知
ら
せ

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
10
／
３
～
11
／
30
に
実
施
い

た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保
障
や
退
職
金
準
備
他
、
入
院
・

介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当
社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

【
連
絡
先
】　　

管
理
課　

℡
23
‐
３
１
３
１

対象店舗 対象期日 もらえるポイントの上限
栃木市内の

PayPay加盟店
一部の店舗を除く※

2022年
11月15日（火）まで

3,000ポイント/1回
 10,000ポイント/期間
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令和４年度第２回役員会開催

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

去る８月31日、当所において第２回役員会を開催した。
会議は、今年度の事業計画について協議された他、来年度迎える
創立５周年に向けた記念事業の開催や規約の改正等について活発な
意見交換がされた。
依然として厳しい経済状況が続いているが、各種イベントや県外
での会議への参加機会が徐々に増えてきている。今後もコロナ禍に
おいて出来ることや収束後を見据えながら、５周年に向けて会員が
より一層一体感をもって事業に取り組んでいく。

青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.368  令和４年10月10日発行   ● 編集／青年経営者会

去る９月６日、市内において、「日本商工会議所青年
部 第42回 関東ブロック大会蔵の街とちぎ大会（開催日：
10/14～15）」の記念式典リハーサルを実施し、当会メン
バーを中心に、日本YEG企画委員会、次年度主管予定の
三島YEGのメンバーが参加した。
参加したメンバーは、会場設営を終えたのち記念式典
リハーサルを行い、緊張感の高まる中、当日の進行や動
き、音響や照明など細かな点について、随時確認しなが
ら進められた。
ブロック大会本番まで残り少ない期間ではあるが、入
念な準備を行い、成功に向けて当会メンバー全員で取り
組んでいく。
� 運営専務　堀江　貴浩

去る９月20日、宇都宮市内において、栃木県商工会議所
青年部連合会の令和４年度交流事業「関東ブロック大会蔵
の街とちぎ大会決起集会・交流懇親会」が開催され、当会
から松本会長をはじめ19名が出席した。
決起集会は、主催者である木嶋県青連会長（鹿沼YEG）

より挨拶がされた後、当会の高橋関青連会長及び坂本大会
会長より大会に向けての決意表明が行われた。続いて、各
部会長から活動報告並びに分科会紹介が行われ、県内全単
会メンバーの意識の統一が図られた。
その後の交流懇親会では、歓談やアトラクション等を通

して交流が図られ、一層強固な関係を築くことができた。
蔵の街とちぎ大会の開催に際し、このような機会を設け

ていただいた県内各単会の皆さまに感謝申し上げます。
� 運営専務　堀江　貴浩

日本商工会議所青年部日本商工会議所青年部
��第42回 関東ブロック大会 蔵の街とちぎ大会 記念式典リハーサルを実施第42回 関東ブロック大会 蔵の街とちぎ大会 記念式典リハーサルを実施

栃木県商工会議所青年部連合会　令和４年度交流事業栃木県商工会議所青年部連合会　令和４年度交流事業
� 関東ブロック大会 蔵の街とちぎ大会 決起集会・交流懇親会� 関東ブロック大会 蔵の街とちぎ大会 決起集会・交流懇親会

＜リハーサル打合せの様子＞

＜高橋関青連会長・坂本大会会長　所信表明＞

＜交流懇親会の様子＞


